


間隔関連度と同様に、あるユーザ iによるクエリ q, r

の入力された時間の間隔を tiqr としてクエリ間関連度
Rqr を以下のように定義することにした。
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4 実験
4.1 実験システム

Image Googleより収集した果物に関する画像約3,000
枚を検索対象にし、提案手法を実装した。元となる索
引情報は Image Google のもの（明らかな索引付けの
間違いも含む）を利用した。この索引情報は、Image
Googleにおいて、検索キーワード kによる検索結果に
含まれる画像に対して、k を重み 1で索引として与え
た。このシステムでは画像 pに対する索引 kの重みwpk

は、サムネイル表示されたときに、以下の式に従い一
律に減らされる。

wpk− = f(wpk, max(Rqr/nr|r ∈ Qk))

f(x, y) =

⎧
⎨
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x(1− c1y) w1 < x

0 0 < x ≤ w1

x − c2y x ≤ 0

クリックされたときには以下の式に従ってクリック
された画像のみ重みが増える。

wpk+ = wpk + max(c3Rqr/nr |r ∈ Qk)

なお、q はサムネイル表示またはクリックされたと
きのクエリ、Qk は k を含むクエリ集合、nr は r に
含まれる単語数であり、定数 c1, c2, c3, w1 はそれぞれ
0.05, 0.02, 1, 0.1 とした。

図 2: 実験システムによる表示例：“りんご”で検索し
た場合

検索結果の表示例を図 2に示す。索引キーワードの
初期値は自動的に付与されたものが多く、誤りやもれ
がある。そのため、検索結果として検索キーワードが
索引付けされた画像以外にも、それらの画像と類似し
ている画像もあわせて提示した。
キーワードと一致した画像で重みが 0より大きい画

像を重み順に表示し、類似画像については 0以下の重

みを適合度計算の際に考慮し、wpk + (画像類似度)を
画像の適合度とし、その順に表示した。画像の類似度
は色コリログラム [4]の内積によって求めた。

4.2 実験と結果
被験者に “りんご”の画像を実験システムを用いて検

索させた。これを 4回繰り返した。それぞれの実験に
おいて、被験者は、“りんご”、“リンゴ”、“ふじ”など
とクエリを変えて、検索を行ったため、“リンゴ”が索
引付けされていた画像に、新たに “りんご”が索引付け
されるなどの効果があらわれ、“りんご”が索引付けさ
れている画像は 17個から 40個に増加した。また、図
3 に示すように、実験ごとに提示される画像の適合率
は向上していった。

図 3: 単語 “りんご”が索引付けされている上位 N 個
の画像における適合率

5 おわりに
本研究では、ユーザの行動履歴を索引付け及びその

重みづけにフィードバックする検索システムを提案し
た。実際に被検者に本手法を実装した検索システムを
利用してもらい、提案手法の有効性が示唆された。同
じキーワードによる検索であっても、ユーザにより検
索意図は異なり、正解画像の判断が異なる場合がある
ため、複数のユーザに利用されたときに、どれだけの情
報が共有できるかが問題であり、学習効果をいかに客
観的に評価するかが課題である。学習前後での正解画
像にたどり着くまでの時間及びステップ数の変化を測
定することで、評価することを考えている。また、キー
ワードに対する重みと、画像の類似度をどのように統
合的に扱うかが今後の課題である。
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